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修士論文要旨
問題と目的
　幼児を取り巻く環境の変化は，幼児の問題行動や不適応行
動を増加させた。また，就学前期の社会的スキル獲得の失敗や
その否定的な発達は，問題行動や不適応，学業成績の低さの要
因となる（高橋・岡田他，2008）など，幼児の社会的スキル獲
得が社会性の発達に大きく影響を及ぼすことから，社会的ス
キルの発達を正当に評価する方法を検証し，妥当性をはかる
ことが重要となる。幼児の社会的スキル獲得と問題行動は不
適応，あるいは向社会的行動といった社会適応にはどのよう
に関連するかについて，とらえる必要があり，これらの検証は，
今後の幼児教育及び発達支援の一助になると考えられる。
方法
１．調査対象者：首都圏に所在する私立幼稚園１園に在籍
する２歳から５歳の幼児（男児91名,女児123名）
２．評定者：幼稚園教諭９名。有効回答数は214
３．調査期間：2012年７月20日から８月21日
４．調査手続き：調査実施者への質問紙法を実施し，中台・
金山（2002）の幼児用社会的スキル尺度25項目と武田・佐
藤（2006）の幼児用向社会的行動尺度12項目を５件法で評
定を行った。
５．分析方法：基本統計量，因子分析，t 検定，分散分析，
Pearsonの相関分析
研究１
１．目的　本研究では，２つの尺度の信頼性（内的一貫性）
と因子的妥当性を検証する。
２．結果　最尤法，プロマックス回転による因子分析の結
果，中台・金山モデルの幼児用社会的スキル尺度の社会的
領域（α=.878）は，第１因子は〈自己統制スキル〉（α
=.931），第２因子は〈主張スキル〉（α=.878），第３因子
は〈協調スキル〉（α=.816）と原尺度と同一の３因子構造
の確認ができた。幼児用社会的スキル尺度の問題行動領域
（α=.914）は因子のまとまりと解釈的妥当性より，本研究
では2因子構造を採用し，第１因子を〈外在化問題行動〉（α
=.936），第２因子を〈内在化問題行動〉（α=.915）と名付
けた。幼児用向社会行動的尺度は因子分析の結果，原尺度
と同一の１因子構造（α=.914）が確認された。
研究２
１．目的　研究１の結果を基に，幼児用社会的スキル尺度
から導いた社会的スキル獲得と幼児用向社会的行動尺度か
ら導いた向社会的行動獲得の相関性を検討する。
２．結果　幼児用社会的スキル尺度と幼児用向社会的行動
尺度は，相関性（r=.47，p<.001）が認められた。下位尺
度の社会的領域と向社会的行動は強い相関性（r=.75，
p<.01）を示した。男女差の検討では，社会的スキル尺度
は男児の方が有意に高い（t=2.83，df=212，p<.01）とい
う結果になった。社会的領域においては男女間で有意差は
なかった。問題行動領域においては，男児の方が有意に高
い（t=3.33，df=160.92，p<.01）ことが確認でき,下位因
子の外在化問題行動においても男児の方が高い（t=3.92，
df=141.58，p<.001）という結果になった。向社会的行動
においては男女間で有意差は見られなかった。年齢発達の
面では，分散分析を行ったところ，社会的領域は年齢差に
よる有意な主効果は認められなかった。問題行動領域にお
いては有意な年齢主効果（F（3，210）=21.76，p<.001）が
あったため，多重比較を行った結果，２歳児が全ての学年
において有意（１％水準）に高かった。社会的領域は年齢
の主効果はなかった。向社会的領域は年齢の主効果があり
（F（3，210）=5.31，p<.01），多重比較では３歳＞４歳，４
歳＜５歳という結果になった。また，社会的領域と向社会
的行動はいずれも３歳児が高かった。この結果は，武田・
佐藤他（2006）の先行研究と同じだった。
総合考察
　研究１では，幼児用社会的スキル尺度と幼児用向社会的
行動尺度の信頼性と因子的妥当性の検証を行った。本尺度
を用いることで，園児の得手不得手を把握し，対人関係を
向上させるための要因を見つけ，支援を行うことで幼児の
自己肯定感が高まり社会的スキル向上に役立つと推測され
る。研究２では，研究１で精査された両尺度の相関関係が
認められたことにより，今後の子育て支援に役立つことが
示唆され，幼児の社会的スキル行動の支援が向社会的行動
向上に繋がる。幼稚園では，日々の保育のなかで，社会的
スキルを向上させ，家庭教育では不足する「生きる力」を
導いていくことが可能であろう。今後，家庭教育とどのよ
うに連携していくのか，補足していけばよいのか，その一
助として本研究が役立つと思われる。
幼児の対人関係向上のための支援の在り方
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